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2022年 4月 20日  

各 位 

 

 

東海大学とのアグレッシブ NK細胞白血病治療剤に関する特許共同出願のお知らせ 

 

当社は、このたび学校法人東海大学総合医学研究所造血腫瘍分野の幸谷愛教授の研究グループと

共同で、アグレッシブ NK細胞白血病（「ANKL」）の治療剤に関連する特許を国内出願いたしましたので

お知らせいたします。 

 

1. 出願特許の概要 

発明の名称： アグレッシブ NK細胞白血病の治療剤 

出願番号： 特願 2022-068757 

出願日： 2022年 4月 19日 

概要： ANKLは、免疫細胞の一種である NK（ナチュラルキラー）細胞に由来する悪性リンパ腫とい

う血液がんで、発症すると急激に病態が悪化する、劇症型の難治性造血系悪性腫瘍です。発症例

はアジア及び中南米の一部と地域限定的である上、日本における新規発症者数は年間数十人程

度という超希少疾患であるため、その発症原因は解明されておらず、効果的な標準治療法の早期

確立が待たれています。 

幸谷教授の研究グループは、ANKL細胞の増殖に関わる遺伝子を網羅的に解析した結果、トラ

ンスフェリン受容体（以下「TfR」）が腫瘍の生存に強く関連していること、及び TfRの機能阻害が治

療のメカニズムに繋がることを見出しました。当社が開発中の抗体医薬品候補 PPMX-T003は、が

ん細胞膜上に極めて多く発現している TfRに結合し、がん細胞内への鉄の取り込みを阻害すること

で、がん細胞の増殖を抑制する効果を確認しています。 

 幸谷教授の研究グループと当社は、患者由来腫瘍細胞を移植したマウスモデルを用いて PPMX-

T003の投与実験を行った結果、極めて高いがん細胞増殖抑制効果及び生存期間の延長を確認し

ました。これにより、現在有効な治療法が存在しない ANKLに対する新しい治療法の開発につなが

る可能性が示唆されました。本出願は、上記の研究結果にもとづいた ANKLの治療剤に関するもの

です。 

 

2. 業績に与える影響 

 本件による 2023年 3月期業績への影響はございません。 
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なお、本件に関連する研究開発は、2022年 3月 22日に国立研究開発法人日本医療研究開発機構

（AMED）が公募した「創薬支援推進事業・希少疾病用医薬品指定前実用化支援事業」に採択されており

ます。今後、医師主導治験の実施及び実用化に向けてさらに研究開発を進めてまいります。 
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